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研究成果の概要（和文）：インビボ、インビトロの２つの系を使い、動物の模様を人為的に操作

（改変）する技術の開発を目指した。インビボ系においては、CX４１８遺伝子を変異させてゼ

ブラフィッシュに導入することで、ほぼすべての種類の模様を作ることに成功した。インビト

ロ系に関しても、培養皿の上で、色素パターンを作るのに重要な細胞間の相互作用を再現する

ことが可能になった。以上に寄り、おおむねこのプロジェクトは成功したと言える。 

 

 
研究成果の概要（英文）：We aimed in this project to develop a method with which one can 

change the skin pattern of zebrafish in the vivo, and reproduce the pattern in culture dish 

(in vivo). Concerning to the in vivo changing of the pattern, using the cx418 gene 

transgenic fish, we succeeded to change the pattern of normal zebrafish (stripe) to variety 

of patterns. Although we have not yet succeeding to reproduce the pattern in culture dish, 

we established the method with which one can analyze the interactions between the 

pigment cells that plays the major role in the pattern formation. 
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１．研究開始当初の背景 

色素細胞の相互作用が模様を作っているこ
とは解っていたが、それ以上の詳しい事は不
明であった。模様は、多くの遺伝子・細胞の
相互作用の結果として現れると考えられる
ので、それらの働きを人為的に改変する事で、

模様を再生、あるいは変化させられるはずで
あり、それを通じて、模様形成の原理に迫れ
るはずである。 

（１）インビトロ系：培養系での色素細胞の
解析は、細胞の精製技術が確立しておらず、
ほとんどなされていなかった。 
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（２）インビボ系：模様が変わる遺伝子はい
くつも存在するが、人為的に（作為的に）模
様を変える試みはなされていなかった 

 

 

２．研究の目的 

（１）色素細胞間相互作用の再現によるイン
ビトロ系でのパターン形成 

 ①色素細胞をできるだけダメージなく精
製する技術の開発 

 ②色素細胞間の相互作用の正確な測定技
術の開発 

 ③色素細胞間の相互作用の正確な定量 

 ④In vitro 系におけるパターン形成 

（２）インビボでのゼブラフィッシュ模様改
変技術 

 ①CX４１８遺伝子の発現場所等の解析 

 ②CX４１８遺伝子改変に寄る模様変異ゼ
ブラフィッシュの創出 

 

 

３．研究の方法 

（１）インビトロ 
①細胞の精製条件の改良：細胞の分離に使う
酵素、遠心の速度、培養液、培養皿のコーテ
ィング等を、最適化 
②細胞動態の正確な測定：細胞をバルクで培
養するのでなく、個々の細胞をピックアップ
して任意の場所に置くことに寄ってより定
量的な解析を行う 
 
（２）インビボ 
CX418 遺伝子のアミノ末端に段階的な欠失、
あるいは余分なアミノ酸を加えることで、活
性を徐々に変化させ、それを Mitfa プロモー
ター、cx418 プロモータの制御下に魚で発現
させる 
 
 
４．研究成果 
（１）インビトロ系 
①細胞精製法がかなりの程度の改良され、４
８時間程度の観察が可能になった 

 

②個々の細胞を任意の状態で観察すること
が可能になり、細胞行動の定量化ができた 

（２）インビボ系 
①野生の動物で見られるほとんどの種類の
模様をゼブラフィッシュで再現することに
成功した。 
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